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２

さ
る
九
月
二
十
三
日
か
ら
開
催
さ
れ

て
い
た
第
十
三
回
四
国
王
座
決
定
戦
壮

年
野
球
県
予
選
大
会
に
出
場
し
て
い
た

勝
浦
ク
ラ
ブ
は
順
調
に
勝
ち
進
み
、
決

勝
戦
で
富
岡
ク
ラ
ブ
と
対
戦
。
白
熱
し

た
投
手
戦
を
展
開
し
た
結
果
、
延
長
九

回
裏
、
二
死
満
塁
か
ら
梅
山
選
手
が
レ

フ
ト
前
に
ヒ
ッ
ト
を
放
ち
、
サ
ヨ
ナ
ラ

勝
ち
を
お
さ
め
、
見
事
三
年
ぶ
り
三
度

目
の
優
勝
を
飾
り
、
十
一
月
二
十
三
日

に
県
営
鳴
門
球
場
で
開
催
さ
れ
る
四

国
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

町
民
の
皆
さ
ま
の
応
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

勝
浦
ク
ラ
ブ
三
度
目
の
優
勝
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やすらぎ交流空間整備事業により、改修工

事が進められている旧坂本小学校跡交流宿泊

施設について、新聞紙上などで名称の募集を

したところ、たくさんの応募をいただきあり

がとうございました。第１次審査・第２次審

査を経て「ふれあいの里 さ・か・も・と」と

決定しました。

応募総数 295点
町 内 209点
県 内 44点
県 外 22点

採用名の応募者は次の方々です

麻植郡川島町 矢田千鶴さん

勝浦町坂本 根木 功さん

勝浦町坂本 森本友章さん

町民の皆さまにも、この「ふれあいの里さ・か・も・と」

を愛しはぐくみ、ＰＲしてくださいますようお願いい

たします。

の名称決定旧坂本小学校跡
交流宿泊施設

▲ 優勝した勝浦クラブ

（
町
内
関
係
者
の
み
）

第
十
三
回

四
国
王
座
決
定
戦

壮
年
野
球
県
予
選
大
会

さ･か･も･と
ふれあいの里

（木）



勝浦町青年会チーム

３

第８回徳島県スポーツ・レクリエーショ

ン祭ソフトボール南部ブロック大会が10

月７日 、勝浦中学校グラウンドと星谷

運動公園において開催されました。

本町からは次の４チームが郡代表

として出場しました。

成 年 の 部 球友クラブ
壮 年 の 部 星 谷
実 年 の 部 清流クラブ
エルダーレディース 生比奈クラブ

第８回
徳島県スポーツ・
レクリエーション祭

ソフトボール
南部ブロック大会

交 通 安 全

秋の全国交通安全運動期間中

（９月21日～30日）の、９月27

日 生比奈なかよし交通安全ク

ラブの園児たちが、地元のおま

わりさん指導のもと、横断歩道

のわたりかたについてお勉強し

ました。

園児のみなさん、横断歩道を

わたるときは、

右見て 左見て もういちど

右見て 左見て 手を大きくあげて

わたりましょう
九
月
二
日

、
末
広
ボ
ウ
ル
に
て
行
わ

れ
ま
し
た
第
五
十
回
徳
島
県
青
年
大
会
ボ

ウ
リ
ン
グ
競
技
に
お
い
て
、
勝
浦
町
青
年

会
チ
ー
ム
が
男
子
の
部
（
三
名
）
に
出
場

見
事
優
勝
し
、
第
五
十
回
記
念
全
国
青
年

大
会
へ
の
切
符
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。

全
国
大
会
は
十
一
月
九
日

に
国
立
競

技
場
に
て
開
会
式
。
わ
が
町
青
年
会
チ
ー

ム
が
出
場
す
る
ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技
男
子
の

部
は
、品
川
プ
リ
ン
ス
ボ
ウ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

に
て
十
日

に
競
技
が
行
わ
れ
ま
す
。
ご

声
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

全
国
大
会
出
場
！

▲ 優勝した勝浦町青年会

▲ 優勝した生比奈クラブの皆さん

大会では
各チームが

大健闘し
，中で

も生比奈ク
ラブがエ

ルダーレデ
ィース

の部で優
勝，南部ブ

ロック代表
として

県中央大
会への参加

を決めま
した。

生比奈クラ
ブの県大会

での活躍
が期

待されます
。

（金）

（土）
（日）

（木）

（日）



４

十
月
二
十
日

、
勝
浦
町
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

第
十
一
回
健
康
・
福
祉
ま
つ
り
が

町
民
約
四
百
人
の
参
加
の
も
と
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
健
康
や
福
祉
に
つ
い

て
認
識
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
平

成
三
年
か
ら
、
勝
浦
町
、
社
会
福

祉
協
議
会
、
教
育
委
員
会
ほ
か
各

種
団
体
と
連
携
の
も
と
年
一
回
開

催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

主
催
者
と
し
て
、
川
口
幸
一

町
長
、
坪
井
一
社
会
福
祉
協
議

会
々
長
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
保

健
や
福
祉
の
各
分
野
に
貢
献
や
尽

力
の
あ
っ
た
方
々
に
表
彰
状
お

よ
び
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
来
賓
の
岡
本
富
治

県
議
会
議
員
、
宮
本
久
治
町
議

会
議
長
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ

ま
た
受
賞
者
を
代
表
し
て
、
美

馬
定
さ
ん
か
ら
は
「
こ
れ
を
励

み
に
今
後
も
努
力
し
て
い
き
た

い
」
と
謝
辞
が
あ
り
、
式
典
を

終
了
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、「
脳
は
若
返
る
」
と

題
し
て
浜
松
医
科
大
学
名
誉
教
授

高
田
明
和
先
生
に
よ
る
特
別
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
演
の
中
で
、
脳
細
胞
は
増
え

な
い
と
さ
れ
て
い
た
が
、
歩
く
こ

と
や
刺
激
あ
る
環
境
、
訓
練
な
ど

に
よ
り
脳
細
胞
を
増
や
す
こ
と
が

で
き
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
こ

と
。
刺
激
の
中
で
特
に
人
と
の
接

触
（
タ
ッ
チ
）
が
い
い
な
ど
事
例

を
挙
げ
て
わ
か
り
や
す
く
、
説
明

さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
年
だ
か
ら
と
思
っ

て
い
た
こ
と
が
今
日
の
話
を
聞
き

痴
ほ
う
や
病
気
の
予
防
は
性
格
と

の
関
係
や
日
常
生
活
の
過
ご
し
方

が
影
響
す
る
こ
と
が
わ
か
り
、
で

き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

開
催
に
あ
た
り
、
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
関
係
者
の
方
々
に
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

美

馬

定
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）

与
川
内
愛
育
班
（
保
健
予
防
）

掛
谷
愛
育
班
（
保
健
予
防
）

敏

鎌

滋

子
（
自
力
更
生
）

櫻

山

日
出
男
（
学
校
保
健
）

中

西

チ
ズ
ミ
（
民
生
委
員
）

湯

浅

實
（
民
生
委
員
）

樋

口

清

次
（
民
生
委
員
）

竹

山

ス

ミ
（
民
生
委
員
）

戸

川

照

男
（
民
生
委
員
）

玉

置

福

一
（
民
生
委
員
）

東

節

子
（
民
生
委
員
）

山

西

喜
一
郎
（
民
生
委
員
）

佐

藤

啓

子
（
民
生
委
員
）

前

田

文

一
（
障
害
者
福
祉
）

秋

成

明

雄
（
障
害
者
福
祉
）

筧

重

子
（
障
害
者
福
祉
）

神

原

千
鶴
子
（
単
独
老
人
福
祉
）

杉

生

嘉

子
（
単
独
老
人
福
祉
）

高

井

ハ
ル
ミ
（
遺
族
会
福
祉
）

菅

内

文

子
（
遺
族
会
福
祉
）

桂

木

み
ち
江
（
更
生
保
護
婦
人
会
）

櫻

野

フ
サ
子
（
更
生
保
護
婦
人
会
）

溝

上

コ
イ
ト
（
老
人
福
祉
）

清

水

学
（
老
人
福
祉
）

濱

カ
ヅ
エ
（
老
人
福
祉
）

田

村

文

宣
（
善
意
銀
行
）

中

徹
（
歳
末
・
自
動
車
提
供
）

長

田

フ
ミ
ヨ
（
歳
末
募
金
）

新

居

清

治
（
歳
末
募
金
）

細

川

寛
（
歳
末
募
金
）

竹

田

貞

美
（
歳
末
募
金
）

玉

置

福

一
（
歳
末
募
金
）

大

島

糸

枝
（
歳
末
募
金
）

山

本

カ
ヲ
ル
（
歳
末
募
金
）

勝
浦
町
婦
人
会
（
歳
末
募
金
）

1勝
浦
町
長
表
彰
状

2勝
浦
町
長
感
謝
状

3勝
浦
町
社
会
福
祉
協
議
会
々
長
表
彰
状

4勝
浦
町
社
会
福
祉
協
議
会
々
長
感
謝
状

表
彰
状
お
よ
び
感
謝
状
を
受
け
ら
れ
た
方
々
は

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
十
一
回

健
康･

福
祉
ま
つ
り

盛大に
開催される!

（土）



地
区
対
抗

５

地
区
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、
九
月
十
四
日
か

ら
勝
浦
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
十
三
チ
ー
ム
の
参
加

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

好
試
合
が
続
く
中
、
決
勝
戦
は
と
も
に
準
決
勝
を
快

勝
し
た
、
た
な
の
対
今
山
の
対
戦
と
な
り
ま
し
た
。
試
合

は
白
熱
の
打
撃
戦
と
な
り
、
終
始
試
合
を
リ
ー
ド
し
た
、

た
な
の
が
今
山
の
追
撃
を
か
わ
し
て
勝
利
し
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

平成６年４月に四国で初めて、勝浦町において恐

竜の化石（イグアノドンの歯）が発見されて以来、勝

浦井戸端塾のメンバーが、恐竜による町づくりとし

て、発見された立川地区に恐竜のモニュメントを中

心とした「恐竜の里」づくりに取り組んできました。

今年で７年目を迎えるにあたり、立川地区が一番

美しい季節に、秋のイベントとして、歩きながら大

自然の紅葉と、渓谷美を目の当たりにしながら、古代

のロマンに想いを寄せていただき、町の自然美の堪

能と軽いウォークで健康な１日をお過ごしください。

日 時 11月11日
場 所 勝浦町棚野立川「立川・恐竜の里」
参加料 大人 1,000円

小人 500円（小学生～高校生）

○小学生以下は保護者の同伴を
○１日保険加入。軽食券、記念品をわたします。

募集要領 ○ハガキにて事前申し込み（11月７日必着）
○あて先 〒771－4306 勝浦町棚野

殿川武男あて ２－2361

○住所、氏名、生年月日、電話番号を記入。

午前10時立川集会所 発

日 程 ○勝浦町棚野 立川集会所集合
○午前９時～９時40分受付
○午前10時出発（約5.5km）

○正午 立川・恐竜の里集合

○午後２時 現地解散

イベント内容

○ウォークラリータイムクイズ
○恐竜の足跡は何歩？

○古代ロマンクイズ（〇×）

○ドラゴン・エッグ11（タイムカプセル）

恐竜の里に埋設し、10年後の2011年の

11月11日に開けます。

メッセージ（写真、絵）などで、想い

を未来へ語りかけませんか？

（当日、受け付けます）

交 通 徳島バス停留所棚野下車（徒歩20分）
○車の場合は立川集会所集合

その他 ○ウォーキングの服装で

○弁当、雨具等持参
○各自安全確保、小雨決行

主 催 阿波・勝浦井戸端塾 後 援 勝 浦 町

参加者募集

恐竜の里
ウォークラリー

2011年に夢を タイムカプセル

山

西

掛

た

な

の

坂

本

Ａ

久

国

石
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星

谷

Ｂ

中

角
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Ａ

生

名

横

瀬
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本

Ｂ

与

川

内

優 勝 たなの

▲ 優勝した「たなの」の皆さん

た
な
の
が

ＶＶ
!!

（日）



「市町村合併」を考える

そ
こ
で
、
今
回
は
勝
浦
町
の
財
政
状
況
等
に
つ
い
て

説
明
い
た
し
ま
す
。

市町村合併の推進の背景・理由の一つとして、市町村の行財政基盤

の運営の効率化と基盤の強化ということが挙げられております。
平成13年度末の国及び地方の長期債務残高が666兆円（うち地方分

が188兆円）となることが予想されるなど、国・地方を通じた厳しい
財政状況の中、市町村を取り巻く社会経済情勢は、大きく変化してい
ます。

※
基
準
財
政
収
入
額
を
基
準
財
政
需
要
額
で
除
し
て

得
た
数
値
の
過
去
三
ヵ
年
間
の
平
均
値
を
い
い
、

一
に
近
い
ほ
ど
財
政
力
が
強
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
地
方
交
付
税
と
は
、
ど
こ
に
住
ん
で
い
る
人
も
一

定
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
国

か
ら
地
方
へ
交
付
さ
れ
る
お
金
の
こ
と
で
、
普
通

交
付
税
と
特
別
交
付
税
が
あ
り
ま
す
。

勝
浦
町
で
は
、

平
成
十
一
年
度
決

算
で
は
、
地
方
交

付
税
が
歳
入
総
額

の
四
二･

九
％
を

占
め
て
お
り
、
平

成
十
二
年
度
決
算

（
見
込
み
）
で
は

五
二･

九
％
を
占

め
て
お
り
ま
す
。

勝
浦
町
の
財
政
は

町
税
等
の
自
主
財

源
が
少
な
く
、
国

や
県
に
大
き
く
依

存
し
て
い
ま
す
。

財
政
力
指
数
に
つ
い
て

１

地
方
交
付
税
に
つ
い
て

２
地方交付税（平成11年度）
市町村名 歳 入 総 額 地方交付税額 歳入に占める割合

勝 浦 町 5，051，741 2，166，712 42．9

徳 島 市 99，033，428 10，767，466 10．9

鳴 門 市 27，124，772 4，443，147 16．4

小松島市 16，313，531 4，161，783 25．5

阿 南 市 27，286，806 4，932，946 18．1

（千円）

財政力指数（平成11年度）

市町村名 指 数 市町村名 指 数
勝 浦 町 0．21 小松島市 0．56
徳 島 市 0．83 阿 南 市 0．70
鳴 門 市 0．67

0．90

0．80

0．70

0．60

0．50

0．40

0．30

0．20

0．10

0．00
勝浦町 徳島市 鳴門市 小松島市 阿南市

６



以
上
の
よ
う
に
、
勝
浦
町
の
財
政
状
況
は
、
町
税
等
の
自
主
財
源
が
乏
し
い
た
め
、
財
政
力
が
弱
く
国
か
ら
の
普

通
交
付
税
等
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
逼
迫
し
た
国
の
財
政
状
況
の
直
接
的
な
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。
現
在
、
わ
が
国
で
議
論
さ
れ
て
い
る
市
町
村
合
併
は
、
合
併
特
例
法
第
一
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
あ
く

ま
で
「
自
主
的
な
市
町
村
合
併
」
で
あ
り
、
合
併
の
是
非
は
当
然
市
町
村
自
身
が
決
定
す
る
事
柄
で
す
。
し
た
が
っ
て

検
討
の
結
果
「
合
併
し
な
い
」
と
い
う
結
論
に
至
る
と
い
う
こ
と
も
十
分
あ
り
得
る
こ
と
で
す
。
た
だ
、
こ
の
場
合

の
結
論
は
、
現
在
の
勝
浦
町
を
取
り
巻
く
厳
し
い
環
境
を
十
分
考
慮
し
、
適
切
な
判
断
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Part 6

※
地
方
債
と
は
、
地
方
公
共
団
体
が
資
金
調
達
の
た

め
に
負
担
す
る
債
務
で
、
そ
の
年
度
末
の
現
在
高
。

勝
浦
町
で
は
予
算
規
模
を
大
幅
に
上
回
る
借
金
が
残
っ

て
い
ま
す
。
平
成
十
二
年
度
末
現
在
で
は
、
町
民
一
人
当

た
り
約
八
十
四
万
の
借
金
が
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

の
地
方
債
の
増
加
が
現
在
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
一
つ
の

要
因
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

※
公
債
費
と
は
、
地
方
公
共
団
体
が
借
り
入
れ
た
地
方
債
の

元
利
償
還
金
お
よ
び
、
一
時
借
入
金
利
子
の
合
計
額
を
い
う
。

平
成
十
二
年
度
勝
浦
町
普
通
会
計
決
算
見
込
み
で
は
、

約
八
億
円
が
地
方
債
（
借
金
）
の
返
済
に
充
て
ら
れ
て
い

ま
す
。
今
後
の
見
込
み
と
し
て
は
、
平
成
十
六
年
度
に
は

約
九
億
円
の
元
利
償
還
金
が
必
要
と
な
り
、
今
後
ま
す
ま

す
財
政
の
硬
直
化
が
進
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

地
方
債
現
在
高
の
状
況

３

公
債
費
の
状
況

４

地方債現在高の状況
7，000，000

6，000，000

5，000，000

4，000，000

3，000，000

2，000，000

1，000，000

0
平成
12年度末

平成
13年度末

平成
14年度末

平成
15年度末

平成
16年度末

年 度 現在高（見込み） 年 度 現在高（見込み）
平成12年度末 5，829，915 平成15年度末 5，214，840
平成13年度末 6，039，756 平成16年度末 4，936，172
平成14年度末 5，703，722

（千円）

年 度 元利償還額 年 度 元利償還額
平成12年度 789，343 平成15年度 867，666
平成13年度 797，823 平成16年度 913，648
平成14年度 841，729

（千円）

公債費の状況
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880，000
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日

時

十
一
月
三
日
（
文
化
の
日
）

午
前
八
時
三
十
分
集
合

午
前
九
時
開
会
式

（
雨
天
の
場
合
四
日

に
延
期
し
ま
す
）

場

所

勝
浦
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

○
敷
物
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

○
町
役
場
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

○
多
数
の
参
加
者
を
お
待
ち
い
た
し
て
お

り
ま
す

平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
、
勝
浦
町
の

保
育
所
に
入
所
を
希
望
す
る
児
童
の
保
護
者

を
対
象
に
、
次
の
と
お
り
入
所
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
の
で
、
必
ず
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

な
お
、
例
年
よ
り
説
明
会
お
よ
び
入
所
受

付
の
日
程
が
早
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

説
明
会
日
時

十
一
月
二
十
一
日

午
後
七
時
～

説
明
会
場
所

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
二
階

和
室

入
所
で
き
る
要
件

家
庭
で
保
育
に
か
け
る
乳
幼
児

入
所
定
員

沼
江
保
育
所

三
十
人

生
比
奈
保
育
所

九
十
人

横
瀬
保
育
所

九
十
人

乳
児
保
育
に
つ
い
て

整
っ
た
環
境
で
乳
児
保
育
を
し
ま
す
。

障
害
児
保
育
に
つ
い
て

健
常
児
と
一
緒
に
保
育
を
し
ま
す
。
た
だ

し
、
集
団
保
育
が
可
能
な
児
童

開
所
時
間
延
長
保
育

保
護
者
の
勤
務
時
間
の
状
況
に
よ
っ
て
、

午
前
七
時
十
五
分
か
ら
午
後
七
時
ま
で
保

育
し
ま
す
。

申
込
み
用
紙

説
明
会
の
日
に
配
布
し
ま
す
が
、
当
日
出

席
で
き
な
い
方
は
、
各
保
育
所
で
受
け
取
っ

て
く
だ
さ
い
。

受
付
日
時

十
二
月
六
日

～
七
日

こ
の
二
日
間
以
外
は
、
原
則
的
に
受
付
を
し

な
い
の
で
都
合
の
悪
い
方
は
、
事
前
に
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

い
ず
れ
の
日
も
、
午
前
九
時
～
午
後
四
時

ま
で

受
付
場
所

生
比
奈
保
育
所
・
横
瀬
保
育
所

沼
江
保
育
所
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
生
比
奈

保
育
所
で
受
付
し
ま
す
。

入
所
申
込
者
は
児
童
を
同
伴
し
て
ご
家
族

の
方
が
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

現
在
保
育
所
に
入
所
さ
れ
て
い
る
児
童

で
変
更
の
な
い
場
合
は
、
申
込
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

お
問
い
合
わ
せ
先

生
比
奈
保
育
所

二
―
三
〇
七
七

横
瀬
保
育
所

二
―
二
二
四
六

保
育
所
入
所
説
明
会
及
び

入
所
申
込
受
付
に
つ
い
て

入
所
の
申
込
の
手
続
き

イグアノドン

情情報報アアララカカルルトト
総 務 課 ２－２５１１
so umu@town.katsu ura.tokushima.jp
議会事務局 ２－２５１３
gika i@town.katsuura.tokush ima.jp
住 民 課 ２－１５０１
jyumin@town.katsuura.tokush ima.jp
福 祉 課 ２－１５０２
fukusi@town.katsuura.tokushima.jp
税 務 課 ２－１５０３
zeimu@town.katsu ura.tokush ima.jp

同和対策課 ２－１５０４
doutai@town.katsuura.tokush ima.jp
産業振興課 ２－１５０５
sangyo@town.katsuura.tokush ima.jp
建 設 課 ２－１５０６
kensetu@town.katsuura.tokush ima.j p
教育委員会 ２－２５１５
（夜間 福祉センター）
kyou iku@town.katsuura.tokush ima.jp

募

集

し

ま

す

催

し

・

イ

ベ

ン

ト

第
四
十
回

町
民
体
育
大
会

（水）

（木）

（金）

(注)
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Information

応
募
期
間

平
成
十
三
年
九
月
一
日
～
平
成
十
四
年
九
月
三
十
日

四
国
の
川
や
海
に
は
、
水
と
人
が
は
ぐ
く

ん
だ
自
然
風
土
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
「
霊

場
八
十
八
ヶ
所
」
の
よ
う
に
四
国
に
は
特
有

の
歴
史
、
文
化
に
も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
、
四
国
の
特
性
を
活
か
し
、

二
十
一
世
紀
に
残
し
た
い
魅
力
、
地
域
が
誇

る
こ
と
の
で
き
る
四
国
の
み
ず
べ
空
間
を
、

「
四
国
の
み
ず
べ
八
十
八
ヶ
所
」
と
し
て
選

定
し
ま
す
。

四
国
に
関
心
の
あ
る
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な

っ
て
選
定
を
進
め
る
と
と
も
に
、
保
全
活
動

を
は
じ
め
各
種
活
動
に
も
、
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
ず
は
、「
四
国
の
み
ず
べ
八
十
八
ヶ
所
」
と

し
て
ふ
さ
わ
し
い
場
所
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
用
紙
は

国
土
交
通
省
四
国
地
方
整
備
局
の
出
先
機

関
、
徳
島
県
、
市
町
村
役
場
、
道
の
駅

Ｈ
Ｐ
（h

ttp://w
w
w
.sk
r.m
lit.g
o.jp./

ev
en
t/in
dex
.h
tm
l

）
な
ど
に
あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

「
四
国
の
み
ず
べ
八
十
八
ケ
所
」

実
行
委
員
会
事
務
局

（
国
土
交
通
省

四
国
地
方
整
備
局

河
川
部

河
川
計
画
課
内
）

〒
七
六
〇
―
八
五
五
四

香
川
県
高
松
市
福
岡
町
四
丁
目
二
六
―
三
二

〇
八
七
―
八
五
一
―
八
〇
六
一

■
わ
ん
ぱ
く
教
室

日

時

毎
週
水
曜
日
午
前
十
時
～
十
一
時
三
十
分

場

所

生
比
奈
保
育
所
（
リ
ズ
ム
室
、園
庭
）

対
象
者

〇

歳
～
五
歳
の
家
庭
で
保
育
さ

れ
て
い
る
子
ど
も
と
保
護
者

○

十
月
末
現
在
の
わ
ん
ぱ
く
教
室
の
登
録
児

は
五
十
人
で
す
。
そ
の
内
毎
回
の
参
加
児

は
平
均
三
十
二
人
位
で
す
。
〇

歳
の
あ
か

ち
ゃ
ん
も
お
す
わ
り
を
し
た
り
、
ハ
イ
ハ

イ
を
し
た
り
し
て
、
ほ
か
の
子
に
興
味
を

示
し
、
ア
ッ
ア
ッ
と
声
を
出
し
た
り
、
笑
っ

た
り
、
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
体
を
動
か
し
た

り
し
て
喜
ん
で
遊
ん
で
い
ま
す
。
一
、
二
、

三
歳
児
の
子
は
室
内
乗
り
物
で
走
り
回
っ

た
り
、
ボ
ー
ル
プ
ー
ル
、
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

滑
り
台
、
ぶ
ら
ん
こ
と
、
と
て
も
元
気
に
遊

ん
で
い
ま
す
。
時
々
自
分
の
思
う
よ
う
に

な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
衝
突
も
起
き
て
い

ま
す
が
、
こ
う
い
う
場
面
も
親
子
共
々
い

い
勉
強
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
お
か

あ
さ
ん
同
士
も
、
子
育
て
の
こ
と
、
悩
み

事
、
ま
た
遊
び
に
行
く
相
談
な
ど
、
気
楽

に
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
む
場
に
な
っ
て
い

ま
す
。
お
母
さ
ん
！
悩
み
を
話
せ
る
友
達

づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
？
こ
れ
か
ら
も
多

数
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
い
っ
し
ょ
に
楽
し
い
子
育
て
を

し
て
勝
浦
町
を
愛
す
る
子
を
育
て
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

■
相
談
事
業

○

子
育
て
は
な
か
な
か
大
変
！
気
に
な
っ
た

り
、
迷
っ
た
り
、
困
っ
た
り
さ
れ
て
い
る

方
は
、
生
比
奈
保
育
所
へ
遊
び
に
来
ま
せ

ん
か
？
わ
ん
ぱ
く
教
室
開
催
日
は
、
同
じ

年
頃
の
子
ど
も
さ
ん
を
育
て
ら
れ
て
い
る

お
か
あ
さ
ん
達
と
い
っ
し
ょ
に
い
ろ
ん
な

話
し
が
で
き
ま
す
。
ま
た
保
健
婦
さ
ん
は

月
一
回
健
康
指
導
と
身
体
計
測
を
し
て
く

れ
ま
す
。
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
も
常
時
お
り
ま

す
の
で
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
初
め

て
の
方
で
相
談
し
に
く
い
方
は
担
当
者
に

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
お
か
あ
さ
ん
同

士
で
話
し
て
み
る
と
そ
の
場
で
「
な
ー
ん

だ
、
そ
れ
で
い
い
の
か
」
と
マ
ニ
ュ
ア
ル

ど
お
り
で
な
く
て
も
い
い
こ
と
を
知
り
、

ほ
っ
と
し
た
り
安
心
し
た
り
簡
単
に
解
決

で
き
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
み

ん
な
で
お
互
い
に
情
報
交
換
を
し
て
楽
し

い
子
育
て
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

○
電
話
で
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

時

間

平
日
午
前
九
時
～
午
後
四
時

場

所

生
比
奈
保
育
所

二
―
三
〇
七
七

お

知

ら

せ

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
か
ら
の
お
知
ら
せ

28日 21日 14 日 ７ 日

・
十
一
月
生
ま
れ
の
誕
生
会

・
リ
ズ
ム
遊
び

・
歌

・
カ
ラ
ー
ト
ン
ネ
ル
く
ぐ
り

・
巧
技
台
遊
び

・
ボ
ー
ル
プ
ー
ル

・
総
合
遊
具

・
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

・
室
内
乗
り
物

・
手
遊
び

・
マ
ラ
カ
ス
作
り

・
巧
技
台
遊
び

・
小
麦
粉
粘
土
遊
び

・
ボ
ー
ル
プ
ー
ル
遊
び

・
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

・
リ
ズ
ム
遊
び

・
手
遊
び

・
紙
芝
居

・
健
康
相
談
と
発
育
測
定
（
保
健
婦
さ
ん
来
所
）

・
更
生
保
護
婦
人
会
来
所

・
製
作
（
お
面
作
り
ー
パ
ン
ダ
、
う
さ
ぎ
、
コ
ア
ラ
）

・
小
麦
粉
粘
土
で
遊
ぶ

・
ま
ま
ご
と

・
ボ
ー
ル
プ
ー
ル

・
紙
芝
居

・
わ
ん
ぱ
く
だ
よ
り
の
配
布

・
小
麦
粉
粘
土
作
り

・
小
麦
粉
粘
土
で
遊
ぶ

・
ボ
ー
ル
プ
ー
ル
遊
び

・
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

・
総
合
遊
具

・
ま
ま
ご
と

・
歌
、
リ
ズ
ム
遊
び

・
紙
芝
居

十
一
月
の
予
定

「
四
国
の
み
ず
べ
八
十
八
ヶ
所
」

募
集
し
て
い
ま
す

▲ 楽しく遊ぶ子ども達

（水）（水）（水）（水）

(代)
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こ
の
補
助
は
、
生
活
排
水
に
よ
る
公
共
用

水
域
の
水
質
汚
濁
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

対
象
地
域

横
瀬
地
区
農
業
集
落
排
水
施
設
の
処
理

区
域
を
除
く
全
町
域

対

象

者

合
併
浄
化
槽
を
設
置
す
る
者
で
、
建
築

基
準
法
又
は
浄
化
槽
法
の
規
定
に
基
づ
く

確
認
、
届
出
の
手
続
き
を
行
う
者

補
助
金
額

お
問
い
合
わ
せ
先

役
場
住
民
課

二
―
一
五
〇
一

※
補
助
金
の
枠
が
決
ま
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

先
着
順
で
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
ご
理
解
く
だ
さ
い
。
平
成
十
四
年
度
に
つ

き
ま
し
て
も
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
の
行
為
に
よ
っ
て

け
が
を
し
た
場
合
で
も
、
届
け
出
に
よ
り
老

人
保
健
で
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
、
老
人
保
健
が
あ
な
た
の
医
療
費

を
一
時
立
て
替
え
、
後
で
加
害
者
に
費
用
を

請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

示
談
は
慎
重
に

先
に
加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受
け
取
っ
た

り
、
示
談
を
済
ま
せ
て
し
ま
う
と
、
老
人
保

健
で
治
療
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

届
け
先

役
場
福
祉
課

二
―
一
五
〇
二

国民年金だより

毎年必要です……
年金受給者の方へ、毎年誕生月のはじめに「年金

受給者現況届」が社会保険業務センターから送付さ

れます。これは、年金受給者の方が引き続き年金を

受ける権利があるかどうかを確認するための、大切

な届です。

年金が止まってしまうことも……
この「現況届」は誕生月の末日までに、社会保険

業務センターへ届くように、提出してください。提

出が遅れたり、提出がない場合は年金の支払いが一

時停止されますので、ご注意ください。

※なお、次のような場合は、現況届を出す必要はありません
ので、現況届は送付されません。

年金の支給の決定を受けてから、１年未満の方

年金の全部が支給停止になっている方

支給停止になっていた年金が受けられるように

なって１年未満の方

障害年金を受けている方で、障害の程度が変わ

り年金額の変更があってから、１年未満の方

徳島南社会保険事務所・徳島北社会保険事務所で

は、毎月１回年金相談を開催しています。巡回年金

相談では、年金に関する相談・裁定請求書関係書類

の受付を行っていますので、ご利用ください。

平成13年度 巡回年金相談日程表（後期）
徳島南社会保険事務所（ 088－652－3111）

小松島商工会議所（第２木曜）

平成13年11月８日・12月13日

平成14年１月10日・２月14日・３月14日

○ご相談の際にご持参ください。

・年金手帳（または厚生年金被保険者証）

・勤めていた事業所の名称・所在地および勤めて

いた期間のわかるもの

・印 鑑

・年金を受けている方は、年金証書または年金額

改定通知書

・その他、ご相談の内容によって必要な書類代理

の方がご相談される場合は、本人の署名捺印の

ある委任状をご持参ください。

○相談時間

午前10時～午後３時まで

○資格記録など関係書類の準備が必要ですので、ご

相談に来られる方は、事前に社会保険事務所へご

連絡ください。

お問い合わせ先 役場住民課国民年金係 ２－1501

忘れない
で

巡回年金の相談のお知らせ

合
併
浄
化
槽
設
置
整
備

事
業
補
助
金
の
ご
案
内

人槽区分 補助金額
（千円）

５人 354

６～７人 411

８～10人 519

11～20人 981

21～30人 1，668

31～50人 2，238

老
人
保
健
《
七
十
歳
以
上
》

の
方
が

交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き

（１）（２）

（３）（４）

（１）

（２）

（３）

（４）
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Information

中
学
校
卒
業
者
を
対
象
と
し
た
、
専
門
技

術
者
を
養
成
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

採
用
さ
れ
る
と
特
別
職
国
家
公
務
員
と
な

り
、
陸
・
海
・
空
自
衛
隊
各
々
の
全
寮
制

の
学
校
等
に
入
校
し
ま
す
。

入
校
後
約
三
年
間
は
一
般
高
校
と
同
じ
学

科
と
各
種
技
術
の
基
礎
を
学
び
ま
す
。（
三

年
後
に
は
高
卒
資
格
取
得
）

そ
の
後
約
一
年
間
専
門
教
育
受
講
と
部
隊

実
習
等
を
行
い
ま
す
。

入
校
四
年
後
に
は
自
衛
隊
の
中
堅
ク
ラ
ス

へ
の
昇
進
が
確
約
さ
れ
て
い
ま
す
。

初
任
給
一
五
五
、九
〇
〇
円
・
ボ
ー
ナ
ス

三
回
合
計
四･

七
五
ヶ
月
（
平
成
十
三
年

四
月
現
在
）

食
費
・
寮
費
等
一
切
無
料
、
制
服
類
等
も

支
給
さ
れ
ま
す
。

受
験
資
格

中
学
校
卒
業
見
込
み
～

十
七
歳
未
満
の
男
子

受
付
期
間

平
成
十
三
年
十
一
月
五
日

～

平
成
十
四
年
一
月
四
日

試
験
期
日

（
一
次
）
平
成
十
四
年
一
月
六
日

（
二
次
）
平
成
十
四
年
一
月
十
九
日

～

平
成
十
四
年
一
月
二
十
二
日

お
問
い
合
わ
せ
先

役
場
住
民
課

二
―
一
五
〇
一

阿
南
募
集
事
務
所

阿
南
市
富
岡
町
内
町
一
六
四
（
内
町
会
館
一
階
）

〇
八
八
四
―
二
二
―
六
九
八
一

由岐中 道 子
勝浦病院内科医師

勝
浦
病
院
医
師
紹
介

十
月
一
日
か
ら
内
科

岡
本
耕
一

医
師
に
か
わ
り
、
新
し
く
由
岐
中
道

子
医
師
が
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。

病
院
だ
よ
り

自
衛
隊
生
徒
募
集
案
内

◎外来受付時間
内科、外科は午前が11時30分まで、午後は４時30分まで

整形外科は午前11時まで。ただし、学会等で休診の場合がありますので

お問い合わせください

小児科は午前が12時まで、午後は月曜日が３時まで、金曜日は４時まで

リハビリは午前が11時まで、午後は４時まで

◎内科外来については、予約診療 もしております。

医 師 診 察 当 番 表

科名 時間曜日 月 火 水 木 金

内 科
午 前 平 賀 阿 達 平 賀 由岐中 平 賀

午 後 由岐中 堀 江 由岐中 由岐中 阿 達

外 科
午 前

小 西 小 西 小 西
午 後 小 西 小 西

整形外科 午 前 徳大医師
徳大医師
第１．３．
５週のみ

小児科
午 前

徳大医師 戸 井
午 後

「
身
体
拘
束
」
と
は
、
施
設
に
入
所
し
て
い
る
高
齢

者
が
徘
徊
し
た
り
、
車
椅
子
や
ベ
ッ
ド
か
ら
落
ち
て
ケ

ガ
を
し
な
い
よ
う
に
ベ
ル
ト
で
車
椅
子
に
縛
っ
た
り
、

ベ
ッ
ド
を
柵
で
囲
ん
だ
り
、
鍵
を
か
け
て
部
屋
か
ら
出

ら
れ
な
い
よ
う
に
し
た
り
す
る
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
平
成
十
二
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
介
護
保
険

制
度
で
は
人
権
擁
護
の
観
点
、
身
体
機
能
の
低
下
等
の

理
由
か
ら
「
生
命
ま
た
は
身
体
の
保
護
の
た
め
緊
急
や

む
を
得
な
い
場
合
を
除
き
禁
止
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
十
月
に
徳
島
県
で
も
、
身
体
拘
束
の
問
題
に
取

り
組
む
た
め
の
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
し
た
。

身
体
拘
束
に
つ
い
て
の
質
問
・
拘
束
に
頼
ら
な
い
介

護
技
術
に
つ
い
て
な
ど
、
介
護
現
場
の
職
員
・
施
設
を

利
用
し
て
い
る
本
人
、
ま
た
は
そ
の
家
族
す
べ
て
の
方

が
相
談
で
き
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
関
し
て
も
十

分
に
注
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

相
談
窓
口

徳
島
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

毎
週
月
曜
日

午
前
九
時
～
十
二
時

専
門
相
談
員
が
対
応
し
ま
す
。

右
記
以
外
は
一
般
職
員
が
対
応
し
ま
す
。

（
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

フ
リ
ー

〇
一
二
〇
―
三
〇
八
―
五
〇
四

ダ
イ
ヤ
ル

〇
八
八
―
六
五
四
―
八
一
一
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
八
八
―
六
五
三
―
八
八
一
〇

身
体
拘
束
に
つ
い
て

お
詫
び
と
訂
正

広
報
か
つ
う
ら
十
月
号
の
第
三
十
二
回
敬
老
の
集

い
の
記
事
で
喜
寿
（
七
十
七
歳
）
到
達
者
平
井

功

と
あ
り
ま
し
た
が
平
井

力
さ
ん
の
誤
り
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

（月）
（火）

（金）
（土）

（日）

（１）（２）（３）（４）（５）（６）（７）
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私
は
夏
休
み
中
、
さ
く
ら
千
手
園
で

三
日
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
こ
は
「
知
的

障
害
者
」
の
人
た
ち
が
利
用
し
て
い
る

施
設
で
す
。

「
障
害
」
に
は
、
身
体
障
害
、
視
聴

覚
障
害
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
中
の
ひ
と
つ
に
「
知
的

障
害
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
脳
に
障

害
が
あ
っ
て
「
自
分
の
行
動
を
う
ま
く

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
」
と
い
っ
た

障
害
だ
と
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。

初
め
、
私
は
そ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
す
る
こ
と
に
少
し
迷
い
が
あ
り
ま

し
た
。
私
の
中
で
そ
の
障
害
は
ち
ょ
っ

と
怖
い
も
の
の
よ
う
に
感
じ
て
い
た
か

ら
で
す
。
や
は
り
そ
の
と
き
は

自
分

と
違
う

と
い
う
こ
と
を
意
識
し
て
い

た
の
で
す
。
果
た
し
て
そ
ん
な
私
に
三

日
間
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ん
て
で
き
る

の
か
、「
障
害
者
」
の
人
た
ち
と
会
っ
た

と
き
に
自
分
が
ど
う
接
し
た
ら
良
い
の

か
と
、
と
て
も
不
安
で
し
た
。
も
し
か

し
た
ら
そ
の
人
た
ち
を
傷
つ
け
る
よ
う

な
行
動
を
と
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な

い
…
…
。
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
自
分

に
自
身
が
も
て
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

自
分
た
ち
と
違
う

と
い
う
こ
と

は
心
の
中
で
無
意
識
の
う
ち
に
バ
リ
ア

を
つ
く
っ
て

特
別
な
人

と
決
め
つ
け

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
の
中
の

バ
リ
ア
を
考
え
て
み
る
た
め
に
こ
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
み
よ
う
か
な

と
思
い
ま
し
た
。
役
所
の
係
り
の
方
が

「
心
配
し
な
く
て
も
大
丈
夫
だ
よ
。

正
直
に
言
っ
て
最
初
は
驚
く
と
思
う
け

れ
ど
一
緒
に
活
動
し
て
い
く
う
ち
に
慣

れ
て
く
る
と
思
う
し
、
最
初
の
驚
き

と
い
う
の
も
大
切
だ
と
思
う
よ
。」
と

言
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
言
葉

で
今
ま
で
の
緊
張
が
少
し
解
け
た
よ
う

な
気
が
し
て
楽
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
不
安
な
気
持
ち
を
抱
え
な

が
ら
始
ま
っ
た
初
日
。

（
本
当
に
大
丈
夫
な
の
だ
ろ
う
か
…
…
。）

「
ね
え
ち
ゃ
ん
、
ね
え
ち
ゃ
ん
。」

と
私
の
肩
を
た
た
い
て
き
た
り
す
る
人
や

「
お
ね
ー
え
ち
ゃ
ん
っ
。
ち
ょ
っ
と

そ
こ
に
寝
て
よ
。
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
て
あ

げ
る
か
ら
。」

と
言
っ
て
私
の
上
に
寄
り
か
か
っ
た
り

す
る
人
、
私
た
ち
が
作
業
を
し
て
い
る

と
一
緒
に
手
伝
っ
て
く
れ
る
人
、
中
に

は
ま
っ
た
く
口
の
き
け
な
い
人
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
人
た
ち
が
い
ま
し
た
。
今
ま

で
あ
ま
り
障
害
者
と
の
触
れ
あ
い
が
な

か
っ
た
の
で
や
は
り
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
ほ
と
ん
ど
が
二
十
才
以
上
で
か
な

り
年
を
と
っ
た
人
が
多
か
っ
た
の
で
、

意
外
に
思
い
ま
し
た
。
わ
た
し
は
大
人

の
障
害
者
を
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
か

ら
で
す
。
そ
ん
な
に
沢
山
の
人
た
ち
の

中
に
入
っ
て
私
た
ち
は
二
日
後
に
行
わ

れ
る
夏
祭
り
の
準
備
を
し
ま
し
た
。

作
業
室
に
入
る
と
、

「
僕
が
ホ
チ
キ
ス
を
と
め
る
か
ら
花
を

折
っ
て
く
だ
さ
い
。」

と
い
き
な
り
さ
く
ら
紙
を
わ
た
さ
れ
ま

し
た
。
私
が
と
ま
ど
っ
て
い
る
と
、

「
早
く
！
早
く
！
」

と
せ
か
し
て
き
ま
し
た
。

「
あ
っ
！
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
ぇ
ー
。
こ

こ
、
こ
こ
だ
よ
、
こ
こ
に
と
め
て
ね
。」

「
あ
っ
！
ち
が
う
、
ち
が
う
。
そ
こ
じ
ゃ

な
い
…
…
。」

ホ
チ
キ
ス
ひ
と
つ
と
め
る
と
い
う
作
業

で
も
彼
に
と
っ
て
は
難
し
い
こ
と
で
し

た
。
な
か
な
か
ま
ん
中
に
と
め
ら
れ
な

か
っ
た
り
、
同
じ
と
こ
ろ
に
二
個
も
三

個
も
と
め
て
し
ま
っ
た
り
…
…
。

「
カ
チ
ャ
ッ
。」

や
っ
と
と
ま
り
ま
し
た
。

「
や
っ
た
！
や
っ
た
！
」

跳
び
は
ね
る
よ
う
に
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
姿
を
見
て
い
る
と
、
私
の
ほ
う

ま
で
う
れ
し
く
な
り
、
一
緒
に
笑
い
、

喜
び
ま
し
た
。
こ
ん
な
簡
単
な
も
の
に

こ
ん
な
に
も
一
生
懸
命
に
取
り
組
み
、

そ
れ
を
成
し
遂
げ
た
と
き
の
満
足
感
を

体
い
っ
ぱ
い
に
表
し
た
り
、
失
敗
し
た

ホ
チ
キ
ス
の
玉
を
い
ち
い
ち
ゴ
ミ
箱
を

探
し
て
捨
て
に
行
っ
た
り
、
で
き
あ
が
っ

た
花
を
て
い
ね
い
に
一
つ
ひ
と
つ
箱
に

い
れ
た
り
と
、
私
に
は
な
い
、
す
ご
く

純
粋
な
一
面
を
見
せ
ら
れ
た
よ
う
な
気

が
し
ま
し
た
。

こ
こ
の
人
た
ち
は
一
人
ひ
と
り
が
自

分
だ
け
の
世
界
に
入
っ
て
い
る
よ
う
に

思
え
ま
す
。
そ
し
て
何
か
に
興
味
を
も
っ

て
近
よ
っ
て
き
て
話
し
か
け
た
り
、
私

た
ち
の
手
を
ひ
っ
ぱ
っ
た
り
し
て
楽
し

そ
う
に
笑
っ
て
ま
す
。
お
友
だ
ち
が
そ

ば
に
沢
山
い
る
だ
け
で
い
つ
も
生
き
生

き
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

「
障
害
」
と
い
う
の
は
私
た
ち
か
ら

見
る
と
、
と
て
も
大
変
そ
う
に
見
え
る

け
ど
彼
ら
は
た
く
さ
ん
の
喜
び
や
楽
し

み
を
見
つ
け
な
が
ら
私
た
ち
と
同
じ
よ

う
に
一
生
懸
命
に
生
活
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
人
た
ち
の
こ
と
を
違
う
目
で
見

て
自
分
た
ち
と
違
う
、
特
別
な
人

と

決
め
つ
け
て
し
ま
っ
て
は
い
け
な
い
と

思
い
ま
し
た
。
み
ん
な
が
み
ん
な
同
じ

よ
う
な
人
間
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

・
・

か
ら
も
生
活
し
て
い
く
中
で
い
ろ
い
ろ

な
人
に
出
会
う
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が

少
な
く
と
も
こ
の
三
日
間
の
体
験
か
ら

今
ま
で
の
私
と
は
違
っ
た
接
し
方
や
行

動
が
と
れ
そ
う
な
気
が
し
ま
す
。

法
務
省
・
全
国
人
権
擁
護
委
員

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ

ス
ト
入
賞
作
文
集
か
ら

心のバリア

か た り あ う ぺ ー ジ
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水
澄
む
や
川
面
に
す
す
き
影
写
し

坂
本

中
山

治

土
佐
鶴
の
新
酒
届
き
て
彈
む
僧

農
捨
て
て
村
出
る
人
や
鵙
の
啼
く

坂
本

仙
才
良
子

癇
立
て
て
鋭
く
鵙
の
狙
い
お
り

水
澄
む
や
空
気
も
澄
め
り
空
も
澄
む

坂
本

新
居
雄
彦

枯
れ
枝
に
鵙
の
刺
し
た
る
青
蛙

放
牧
の
牛
の
瞳
も
秋
澄
め
り

坂
本

仙
才

清

水
澄
む
や
川
面
に
映
る
流
れ
雲

嫁
姑
伝
え
て
笑
顔
栗
の
飯

坂
本

板
東
征
二

鵙
高
音
改
造
急
ぐ
廃
校
舎

朝
鵙
に
せ
か
れ
六
十
路
の
農
夫
立
つ

坂
本

池
谷
武
久

白
壁
の
倉
の
通
り
や
新
酒
の
香

栗
は
ぜ
て
落
ち
ん
ば
か
り
や
空
の
碧

坂
本

新
居

晋

澄
む
水
に
浮
ぶ
木
の
葉
の
裏
表

草
陰
に
は
じ
け
し
栗
の
陽
に
光
り

坂
本

美
馬
直
枝

王
子
跡
訪
ね
し
古
道
し
だ
れ
萩

半
月
に
ひ
ら
り
と
か
か
り
菊
膾

横
瀬

日
下
智
世
子

慕
い
来
し
鹿
と
別
か
る
る
秋
思
か
な

熊
ン
蜂
何
時
も
怒
り
を
も
ち
て
と
ぶ

中
山

山
下
房
雄

み
か
ん
畑
紅
葉
な
り
ゆ
き
稲
穂
波

名
月
や
稲
穂
輝
く
影
さ
し
て

棚
野

北
島
ア
ヤ
ノ

名
月
や
友
と
語
ら
い
明
日
の
糧

風
に
の
り
香
た
だ
よ
う
金
木
犀

棚
野

北
島
節
子

古
里
は
豊
か
に
み
の
り
赤
と
ん
ぼ

金
木
犀
ほ
の
か
に
匂
ふ
隣
家
よ
り

生
名

小
西
典
子

落
葉
中
ひ
も
ろ
ぎ
寂
れ
ゆ
く
ば
か
り

過
ぎ
し
こ
と
皆
美
し
き
思
い
草

生
名

丸
山
香
月

虫
の
声
聞
き
つ
一
人
の
夜
を
更
か
す

秋
祭
り
厨
を
満
た
す
酢
の
匂
い

中
角

岡
本
ハ
ツ
ヱ

新
し
き
靴
を
履
き
た
し
秋
日
和

コ
ス
モ
ス
の
思
い
思
い
に
風
を
待
つ

沼
江

大
川
富
美

冷
や
か
や
朝
勤
行
の
廊
下
ふ
む

栗
爆
て
山
の
日
和
を
覗
く
か
に

沼
江

中
井
清
二
郎

原
句
の
ま
ま
掲
載
し
ま
し
た
。

「
か
な
し
い
日
た
の
し
い
日
に
も
は
は

の
む
ね
」
こ
れ
は
千
葉
県
の
ご
く
小
さ

な
小
学
校
の
一
年
生
の
子
が
、
母
の
日

に
何
げ
な
し
に
作
っ
た
句
で
す
。
季
語

が
無
い
の
で
俳
句
と
断
定
は
出
来
ま
せ

ん
が
読
む
者
の
胸
に
強
く
響
き
ま
す
。

担
任
の
教
師
も
校
長
も
一
読
言
葉
を

失
っ
た
そ
う
で
す
。
単
な
る
説
明
句
で

は
な
く
俳
句
の
原
点
と
本
質
に
迫
る
感

性
豊
か
な
境
涯
句
だ
と
思
い
ま
す
。
（
係
）

次
回
作
品
募
集

十
一
月
一
日
締
め
切
り

短
歌
一
人
一
首

十
二
月
一
日
締
め
切
り

川
柳
一
人
二
句

あ
て
先

横
瀬

中
田
ヤ
ス
ヱ

詩
の
こ
み
ち
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
募
集

あ
て
先

横
瀬

中
田
ヤ
ス
ヱ

短
歌
一
人
一
首

川
柳
一
人
二
句

あ
て
先

中
角

豊
田

明

俳
句
一
人
二
句

締
め
切
り
日

い
ず
れ
も
十
一
月
二
十
日

主

旨

日
本
一
を
誇
る
勝
浦
町
「
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
」
の

一
層
の
発
展
充
実
を
願
い
、
書
を
通
し
て
人
形
文

化
の
振
興
と
勝
浦
町
の
活
性
化
を
図
る
。

主

催

新
春
夢
く
ら
べ
書
道
展
実
行
委
員
会

阿
波
勝
浦
井
戸
端
塾

参
加
資
格

町
内
の
小
・
中
学
生
・
高
校
生
・
大
学
一
般

作
品
形
式

毛
筆
の
た
て
書
き
、
条
幅
半
切
の
四
分
の
一
（
六

八
㎝
×
一
七･

五
㎝
）
作
品
の
左
に
、
学
生
は

校
名
・
学
年
・
氏
名

一
般
は
地
域
名
・
氏

名
を
書
く
（
図
参
照
）

課

題

ひ
な
人
形
や
ひ
な
祭
り
に
関
し
た
言
葉

（
例

ひ
な
、
さ
く
ら
、
た
ち
ば
な
、
五
人
ば
や
し
等
）

出
品
数

一
人
一
枚

出
品
料

一
人
百
円

出
品
締
め
切
り

平
成
十
三
年
十
二
月
十
二
日

※
団
体
は
出
品
目
録
を
提
出
す
る
。

作
品
送
り
先
及
び
お
問
い
合
わ
せ
先

新
春
夢
く
ら
べ
書
道
展
事
務
局

〒
七
七
一
―
四
三
〇
六

勝
浦
町
棚
野

殿
川
武
男
宛

FAX
兼
用

二
―
二
三
六
一

表

彰

大
賞

特
別
賞

優
秀
賞

出
品
者
全
員
に
参
加
賞

会
期
及
び
展
示
場
所

【
平
成
十
三
年
十
二
月
三
十
一
日
～
平
成
十
四
年
末
】

…
大
宮
八
幡
神
社

【
平
成
十
四
年
一
月
四
日
～
一
月
三
十
日
】

…
阿
波
銀
行
勝
浦
支
店
・
Ｊ
Ａ
東
と
く
し
ま
勝

浦
支
所
・
徳
島
銀
行
勝
浦
支
店
・
勝
浦
郵
便
局

【
平
成
十
四
年
二
月
二
十
四
日
～
三
月
十
日
】

…
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
会
場
（
大
賞
・
特
別
賞
作
品
）

17．5

68

第
六
回

新
春
夢
く
ら
べ
書
道
展
作
品
募
集
要
項

わ
た
し
の
作
品

（１）（２）（３）（４）（５）（６）（７）（８）（９）

（水）



14

ク リ ー ン 情 報

野外焼却の禁止についてのお願い
廃棄物の減量化を進めるとともに、安全で適正に廃棄物を処理するこ

とが、強く求められています。
廃棄物の処理及び清掃に関する法律が改正され、平成13年４月１日か

ら、一定の例外を除いて、廃棄物の野焼を禁止し、違反した場合には、
罰則の対象（３年以下の懲役若しくは300万円以下の罰金又はこの併科）

とすることが規定されています。
この改正は、廃棄物の野外焼却を直接罰の対象とすることによって、

悪質な廃棄物の不適正処理を防止することを目的としています。
市町村の定める基準に従ったゴミの分別や排出を行うなど、廃棄物の

適正な処理を行い、豊かで美しい環境が保全されるよう、町民の皆さん
のご理解とご協力をお願いします。

お問い合わせ先 役場住民課 ２－1501

区 分 事 例

国又は地方公共団体が、その施設の
管理を行うために必要な廃棄物の焼
却

○河川管理者による河川管理を行う
ための伐採した草木等の焼却
○海岸管理者による海岸の管理を行
うための漂着物等の焼却

震災、風水害、火災、凍霜害その他
の災害の予防、応急対策又は復旧の
ために必要な廃棄物の焼却

○凍霜害防止のための稲わらの焼却
○災害時における木くず等の焼却
○道路管理のために剪定した枝条の焼却

風俗慣習上又は宗教上の行事を行う
ために必要な廃棄物の焼却

○どんど焼き等の地域の行事における
不要となった門松、しめ繩等の焼却

農林漁業を営むためにやむを得ない
ものとして行われる廃棄物の焼却

○農業者が行う稲わらの焼却
○林業者が行う伐採した枝条の焼却
○漁業者が行う魚網に付着した海産
物の焼却

たき火等、日常生活を営む上で通常
行われる廃棄物で軽微なもの

○たき火、キャンプファイヤーを行
う際の木くずの焼却

焼却禁止の例外となる野外焼却の事例について

自然に恵まれた我が町でも、テレ

ビや冷蔵庫などの家電製品、自転車、
タイヤ、日用品など様々な物が不法

に投棄されています。
これらのものは、リサイクルされ

ないばかりか、環境にも悪影響をお
よぼします。

町では、不法投棄監視パトロール
などを実施していますが不法投棄の

防止には、町民の皆さんの協力が必
要不可欠です。

皆さん一人ひとりに環境監視員と
いう気持ちを持っていただき、不法

投棄を発見した時には、直ちに町や

警察に通報してください。

罰則が強化される
不法投棄については、昨年10月の

法改正により、罰則が強化されまし
た。

不法投棄をした場合には、五年以
下の懲役または１千万円以下の罰金

が科せられます。
さらに法人が不法投棄をした場合

には、１億円以下の罰金が科せられ
ます。

ゴミの量や質に関係なく、身近な
ポイ捨てから、しない・ゆるさない

ことが重要です。

みんなが環境監視員 廃棄物の野外焼却禁止について

特
定
家
庭
用
機
器
四
品
目

（
エ
ア
コ
ン･

テ
レ
ビ･

電
気
冷
蔵
庫･

電
気
洗
濯
機
）

と
家
庭
の
粗
大
ご
み
の
回
収
に
つ
い
て

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日

時

平
成
十
三
年
十
一
月
十
一
日

午
前
八
時
～
午
前
十
一
時
ま
で

〔
雨
天
の
場
合
は
、
十
一
月
十
八
日

に
延
期
〕

場

所

星
谷
運
動
公
園
駐
車
場

料

金

運
搬
料
金
は

一
個

二
千
円

家
庭
の
粗
大
ご
み
手
数
料

一
個

五
百
円
～
千
円
（
別
表
２
参
照
）

そ
の
他

産
業
廃
棄
物
お
よ
び
事
業
系
廃
棄
物
は
、
取
り
扱
い

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

例
車
両
・
建
設
廃
材
・
ガ
ス
ボ
ン
ベ
・
農
機
具
・

バ
ッ
テ
リ
ー
・
毒
物
な
ど
の
危
険
な
も
の

お
問
い
合
わ
せ
先

役

場

住

民

課

二
―
一
五
〇
一

又
は
、
勝
浦
町
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

二
―
四
六
四
九

今
後
の
予
定

次
回
は
、
来
年
の
二
月
に
、
特
定
家
庭
用
機
器
四
品

目
と
家
庭
の
粗
大
ご
み
の
回
収
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

特
定
家
庭
用
機
器
四
品
目
は
、
事
前
に
郵
便
局
で
必
要
な

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。（
別
表
１
参
照
）

※別に郵便局で手数料が１個につき
70円必要です。
また、ごく一部の会社の製品がこ
の料金と違うものがあります。

エアコン 3，675円

テ レ ビ 2，835円

電気冷蔵庫 4，830円

電気洗濯機 2，520円
※消費税含む

リサイクル料金（標準）
（別表１）

（日）

（日）
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品 目 手数料の額

家

具

及

び

寝

具

机又はテ－ブル
（ひきだし等収納
部分無いもの）

卓の最長の辺の長さ
又は最大径が1.5ｍ未
満のもの

（運搬処分）

１個 500円

テレビ台
電 話 台

ワ ゴ ン 台の最長の辺の長さ
が１ｍ未満のもの

じゅうたん又は電
気カーペット

８畳未満に相当する
大きさのもの

ふとん、毛布又はマットレス
衣 装 箱
ブラインド
いす（ソファー以
外のもの）

２人以上で使用する
構造のもの

（運搬処分）

１個 700円

鏡 台

げた箱、たんす、
食器棚、本棚、
その他の棚付き家具

幅及び高さの合計が
1.5ｍ以上２ｍ未満
のもの

机又はテ－ブル
（ひきだし等収納
部分有るもの）

卓の最長の辺の長さ
又は最大径が1.5ｍ未
満のもの

机又はテ－ブル
（その他のもの）

卓の最長の辺の長さ
又は最大径が1.5ｍ以
上のもの

ベッド（マットレ
スを除く。）

ベビーベッド
１人で使用する構造
のもの

ベッドのマットレス スプリングのないもの

ワ ゴ ン 台の最長の辺の長さ
が１ｍ以上のもの

じゅうたん又は電
気カーペット

８畳以上に相当する
大きさのもの

アコーディオンカーテン
物置（幅及び高さの合計が２ｍ未満のもの）
サーフボード

室内用のサイクリング機
室内用のすべり台又はぶらんこ
ぶら下がり式の健康器具
自転車（幼児用三輪車を除く）
畳
その他のもので幅及び高さの合計が１ｍ以上２
ｍ未満のもの

ギ タ ー

（運搬処分）

１個 500円

水 槽
ペット用のかご又は小屋

ゴルフクラブ（複数ある場合は、ひも等で束ねた
ものの最大の外周が１ｍ以下のもの）又はゴルフ
バッグ（これに収納されたゴルフクラブを含む）

スキー板（ストック含む）
スノーボード
アンテナ
脚立又ははしご
車 い す
米 び つ
スーツケース
幼児用三輪車
荷物運搬用の一輪車

ベビーカー
物 干 台
物干しざお

その他・棒状のもの又は板状のもの（複数ある
場合は、ひも等で束ねたものの最大の外周が１
ｍ以下のもの）

その他のもので幅及び高さの合計が１ｍ未満のもの

その他の大型ごみで次のものは取り扱いをしない。
バッテリー、タイヤ、プロパンガスボンベ、自動車、オートバ
イ、建設廃材、油缶（内容物を含む）、農機具、消火器ボンベ、
太陽熱温水器、農薬や薬品、その他有毒性・危険性・感染性・
悪臭があるもの

品 目 手数料の額

電
気
器
具
・
ガ
ス
器
具
・
石
油
器
具

ウィンドーファン

（運搬処分）

１個1，000円

カラオケの演奏装置
マッサ－ジ器を内蔵したいす

マッサ－ジ器
電子レンジ
パーソナルコンピュータ（デスクトップ型）
（入力用のキーボード含む）
パーソナルコンピュータ用のディスプレイ
プリンター

ワードプロセッサー（デスクトップ型）
（入力用のキーボード含む）
ワードプロセッサー用のディスプレイ

家

具

及

び

寝

具

いす(ソファ－） ２人以上で使用する構
造のもの

げた箱、たんす、
食器棚、本棚、
その他の棚付き家具

幅及び高さの合計が２
ｍ以上のもの

机又はテ－ブル
（ひきだし等収納
部分有るもの）

卓の最長の辺の長さ又
は最大径が1.5ｍ以上
のもの

ベッド（マットレ
スを除く。）

２人で使用する構造の
もの

ベッドのマットレス スプリングのあるもの
オルガン（電子オルガン含む）
室内用のランニング機
物置（幅及び高さの合計が２ｍ以上のもの）

浴 槽
洗 面 台
その他のもので幅及び高さの合計が２ｍ以上のもの

電

気

器

具･

ガ

ス

器

具

･

石

油

器
具

編 み 機

（運搬処分）

１個 700円

衣類乾燥機
食器洗機（乾燥機能を有するものを含む）
ミシン（卓上式以外のもの）
ファクシミリ

ビデオテープレコーダー
ふとん乾燥機

（運搬処分）

１個 500円

ミシン（卓上式のもの）
加 湿 器
換 気 扇
空気清浄機
除 湿 器
扇 風 機

アンプ
カセットレコーダー又はミニディスクレコーダー
コンパクトディスクプレーヤー
レコードプレーヤー
スピーカー
チューナー
液晶式のテレビジョン受信機
パーソナルコンピュータ（デスクトップ型以
外のもの）
ワードプロセッサー（デスクトップ型以外のもの）
ガスコンロ又はガステーブル
ストーブ
ファンヒーター
瞬間湯沸器
こたつ（こたつ板含む）
照明器具

食器乾燥機
炊 飯 器
ズボンプレッサー
電気掃除機
ホットプレート

家
具
及
び
寝
具

いす (ソファー) １人で使用する構造のもの

げた箱、たんす、
食器棚、本棚、
その他の棚付き家具

幅及び高さの合計が
1.5ｍ未満のもの

（別表２）



11月 ガラスびん収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

第
一
火
曜
日
（６日）

石 原

沼 江
掛 谷

山 西
中 角

石 原 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

沼 江 集 会 所 前
掛 谷 集 会 所 前

山西集会所横の自転車置場付近
農 村 婦 人 の 家

第
二
火
曜
日
（13日）

今 山

黒 岩
星 谷

中 山

今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）
星谷橋北詰ゴミフェンス横

中 山 集 会 所 前

第
三
火
曜
日
（20日）

生 名

久 国
棚 野

〃
〃

立 川

東 林 庵 （ 屋 敷 内 ）

久 国 集 会 所 前
河川敷のゲートボール場横

大 井 堰 碑 の 前
勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横

前田さん宅前ゴミフェンス横

第

四

火

曜

日

（27日）

横 瀬

〃

〃
〃

〃
〃

与川内
坂 本

〃
〃

〃
〃

前 川 集 会 所

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東
旧 農 協 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東
中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前
佐野さん宅前ゴミフェンス横

田 村 さ ん 宅 前
久 保 の 内 フ ェ ン ス 横

長 福 寺 前 フ ェ ン ス 横
ＪＡ坂本出張所上ゴミフェンス横

11月
収集日 地 区 設 置 場 所

第
一
月
曜
日
（５日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

桜 建 設 事 務 所

沼 江 集 会 所

掛 谷 集 会 所 前
ＪＡ生比奈支所保冷庫前
（ 果 樹 試 験 場 上 り 口 ）

馬 越 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

第
二
月
曜
日
（12日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ゴミフェンス横

消 防 詰 所 横

第
三
月
曜
日
（19日）

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵（ 屋 敷 内 ）

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 裏

河川敷のゲートボール場横

パ チ ン コ 店 前 道 路 南 側

大 井 堰 碑 の 前

第

四

月

曜

日

（26日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

前 川 集 会 所

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 農 協 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

指 定 場 所 勝浦町中角・勝浦町農村婦人の家

敷地内リサイクル保管庫
回収日の５日前から指定場所に置けます。
それまでは、ご家庭で保管ください。

古紙の分別方法 段ボール
新 聞 紙
チラシが入っているのは大丈夫です。それ以外
は入れないでください。

古 本
同じ種類の本に分けてください。厚い表紙は、
破って段ボールの方へ入れてください。
段ボール、新聞紙、古本はそれぞれひもで縛ってください。

古紙の回収にご協力を
ボランティアグループ「勝浦を考える会」

今月の回収日 11月３日 午前９時まで

【
お
願
い
】
最
近
、
犬
の
放
し
飼
い
が
増
え
て
い
ま
す
。

放
し
飼
い
や
捨
て
犬
は
、
社
会
の
迷
惑
に
な
り
ま
す
。

責
任
を
持
っ
て
大
切
に
飼
い
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
て
い
な
い
犬
は
、

必
ず
受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

不
用
犬
の
引
き
取
り
日

●

十
一
月

七

日

●

十
一
月
二
十
一
日

※
登
録
し
て
い
る
犬
の
場
合
は

印
鑑
と
鑑
札
が
必
要
で
す
。

16

あき缶（アルミ缶殴スチール缶）収集日程表

（水）

（土）

（水）
（１）
（２）

（３）
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駐
在
所
だ
よ
り

被害相談窓口のご案内

被害相談窓口をご存じですか？

困っていること、不安なこと、

手助けの必要など、

あなたの心の扉をひらいて

何でもお気軽にご相談ください。

私たちは、あなたとご家族が

安心して暮らせるように、

力を尽くします。

徳島県警察 被害相談窓口

警察の相談専用電話
～秘密厳守～

○警察安全相談（県民の声110番）

（＃9110）

088－653－9110

○犯罪被害者相談・心のケア
088－653－8080（心はればれ）

○ヤングのなやみにヤングテレフォン

088－625－8900（ヤングオーオ）

○いじめの相談はいじめホットライン

088－653－7324（なやみツーフォー）

こころの扉を
ひらいて

今
年
も
十
一
月
十
五
日
に
狩
猟
が
解
禁
さ
れ
ま
す
。

来
年
二
月
十
五
日
ま
で
が
狩
猟
期
間
で
す
。

昨
年
度
の
全
国
に
お
け
る
狩
猟
期
間
中
の
事
故
は

十
五
件
で
死
傷
者
が
十
五
名
、
内
訳
は
、
亡
く
な
ら

れ
た
方
が
二
名
、
重
傷
者
が
八
名
、
軽
傷
者
が
五
名

で
、
ハ
ン
タ
ー
以
外
の
一
般
の
方
二
名
が
被
害
に
あ

い
、
軽
傷
を
負
っ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
の
ケ
ー
ス
も
、
被
害
者
に
は
落
ち
度
は
全
く

な
く
、
ハ
ン
タ
ー
側
の
安
全
不
確
認
が
原
因
で
す
が
、

徳
島
県
で
も
一
昨
年
の
一
月
に
木
沢
村
で
、
獲
物
と
間

違
え
撃
た
れ
た
人
が
死
亡
す
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事

故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
不
幸
な
事
故
を

な
く
す
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

○
ハ
ン
タ
ー
は
、
猟
銃
を
発
射
す
る
際
に
は
必
ず
周

囲
の
安
全
を
確
認
し
、
猟
銃
等
の
取
り
扱
い
の
基

本
を
守
り
、
事
故
の
な
い
安
全
な
狩
猟
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

○
山
歩
き
や
仕
事
で
こ
の
期
間
中
、
狩
猟
が
行
わ
れ

る
地
域
に
入
る
場
合
に
は
、
迷
彩
色
や
獲
物
と
間

違
え
や
す
い
服
装
は
避
け
、
目
立
つ
色
の
服
装

で
、
音
で
ハ
ン
タ
ー
が
気
が
付
き
や
す
い
よ
う
に

ラ
ジ
オ
等
を
携
帯
し

出
か
け
ま
し
ょ
う
。

狩
猟
期
間
中
の

事事
故故
ゼゼ
ロロ

に
ご
協
力
を

「
事
件
か
な
」
と
思
っ
た
ら

事
件
発
生
後
に
、
付
近
の
住
民
の

皆
さ
ん
に
聞
き
込
み
捜
査
を
す
る
と

「
そ
う
い
え
ば
、
あ
の
と
き
女
性
の

悲
鳴
ら
し
い
も
の
を
聞
い
た
」
と
い
っ

た
情
報
を
い
た
だ
け
る
の
で
す
が
、

も
し
も
そ
の
と
き
に
一
一
〇
番
通
報

を
し
て
い
た
だ
け
た
ら
、
確
実
に
犯

人
を
捕
ま
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
い

う
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。

「
痴
話
喧
嘩
だ
と
思
っ
た
」
と
か

「
関
わ
り
た
く
な
か
っ
た
」「
誰
か
が

警
察
に
連
絡
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
」

と
い
っ
た
理
由
か
ら
、
一
一
〇
番
通

報
を
さ
れ
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
も
見
ら

れ
ま
す
が
、
通
報
が
早
け
れ
ば
早
い

ほ
ど
被
害
者
を
無
事
救
出
し
、
ま
た

犯
人
を
捕
ま
え
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。
一
一
〇
番
通
報
は
、
事
件
が
確
実

に
発
生
し
た
と
分
か
っ
た
と
き
だ
け

の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
か
し

い
な
と
思
っ
た
場
合
や
怪
し
い
人
物

を
見
か
け
た
り
し
た
場
合
に
は
、
深

夜
、
早
朝
を
問
わ
ず
、
一
一
〇
番
通

報
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
三
年
に
高
齢
者
が
関
与
し
た

交
通
事
故
は
七
百
五
十
二
件
で
し
た

が
、
高
齢
化
社
会
の
進
展
に
伴
い
、

昨
年
は
千
六
百
五
十
二
件
と
十
年
間

で
二
倍
以
上
に
な
り
、
今
後
も
更
な

る
増
加
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
高
齢
者
事
故
を
防
止
す
る

た
め
、
徳
島
県
交
通
安
全
対
策
協
議

会
主
催
に
よ
り
、
十
一
月
二
十
一
日

～
三
十
日

ま
で
の
十
日
間
、「
高

齢
者
安
全
運
動
」
が
県
民
総
ぐ
る
み

運
動
と
し
て
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
、
こ
の
運
動
を
契
機

に
交
通
安
全
活
動
を
実
施
し
、
地
域

ぐ
る
み
、
職
場
ぐ
る
み
で
高
齢
者
事

故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

増
え
続
け
る
高
齢
者
事
故

十
年
間
で
倍
増
!!

高
齢
者
事
故
の
実
態

（水）

（金）
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わたしたちの納める保険税は、国保を支える貴重な財源です。医療費が増えると国保の財政を
圧迫して、国保の運営が破綻してしまうおそれもあります。

そんなことにならないように、保険税はきちんと納期内に納めましょう。

国保を運営していくために必要な財源は、

保険税35.9％、国庫支出金34.8％で70.7％になります。支出では、病院などにかかったときの
保険給付が66.5％と多くを占めます。

収入

国庫支出金
34．8％

保険税
35．9％

その他
29．3％

支出 保険給付費
66．5％

老人保健拠出金
27．7％

その他
5．8％

国保の収支状況（「国民健康保険事業年報」より）

わたしたちの保険税が国保の収入の4割弱を占めます

医療費が増えると保険税の
増額も考えられます



みんなの健康
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日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの等

１ 木
生活習慣病予防教室
健 康 相 談

９:30～12:00 山西 集 会所 一 般 住 民 健 康 手 帳

６ 火 先天性股関節脱臼検診 13:00～15:30 勝 浦 病 院
平成13年６月１日～９月
30日までに生まれた子

母子健康手帳

８ 木

骨 粗 鬆 症 予 防 教 室
健 康 相 談

９:30～14:00 星谷 集 会所 一 般 住 民 健 康 手 帳

成 人 歯 科 健 診 13:30～16:30 久国 集 会所
概ね40歳～50歳の一般住
民（予約制）

問 診 票
健 康 手 帳

９ 金
介 護 者 教 室
健 康 相 談

９:30～11:30 中山 集 会所 一 般 住 民 健 康 手 帳

13 火
生活習慣病予防教室

健 康 相 談
９:30～14:00 掛谷 集 会所 一 般 住 民 健 康 手 帳

15 木
母 と 子 の 健 康 教 室
健 康 相 談

９:30～14:00 勝 浦 会 館 乳幼児と母親または家族 健 康 手 帳

30 金

離 乳 食 講 習 13:00～13:40
農村環境改善
セ ン タ ー

平成13年６月１日～９月
30日までに生まれた子

母子健康手帳

乳 児 健 康 診 査 13:40～14:30

11月の保健行事 〈お問い合わせ先 福祉課保健婦へ 2-1502〉

楽
し
い
食
事
、
会
話
、
若
々
し
い
表
情
な
ど
歯
と
歯
ぐ
き

の
健
康
は
、
明
る
く
豊
か
な
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

人
生
八
十
年
以
上
と
い
う
長
寿
時
代
を
迎
え
、
歯
の
健
康
は

ま
す
ま
す
大
切
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
生
涯
を
通
じ
た

歯
の
健
康
づ
く
り
を
行
い
八
十
歳
に
な
っ
て
も
、
自
分
の
歯

を
二
十
本
以
上
保
つ
と
い
う
八
〇
二
〇

(

ハ
チ
マ
ル

ニ
イ

マ
ル)

運
動
が
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。

徳
島
県
歯
科
医
師
会
で
は
、
こ
の
八
〇
二
〇
運
動
を
推
進

す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
「
よ
い
歯
の
高
齢
者
」
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

一
、
対

象

県
内
に
在
住
の
八
十
歳
以
上
で
、
自
分
の
歯
を
二
十
本

以
上
持
っ
て
い
る
方

(

入
れ
歯
以
外)

で
あ
り
、
日
常
生

活
に
支
障
の
な
い
程
度
の
身
体
的
に
も
健
康
な
方
。

た
だ
し
、
過
去
に
受
賞
さ
れ
た
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

二
、
募
集
締
め
切
り

平
成
十
四
年
一
月
三
十
一
日

三
、
応

募

先

〒
七
七
〇
―
〇
〇
〇
三

徳
島
市
北
田
宮
一
丁
目
八
―
六
五

徳
島
県
歯
科
医
師
会

(

〇
八
八)

六
三
一
―
三
九
七
七

FAX

(

〇
八
八)

六
三
一
―
四
一
七
九

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
お
電
話
又
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

四
、
表

彰

平
成
十
四
年
三
月
十
日

徳
島
県
郷
土
文
化
会
館

四
階

五
、
選
考
方
法

申
し
込
み
受
付
後
、
簡
単
な
歯
科
検
診
を
行
い
ま
す
。

の
募
集
に
つ
い
て

「
よ
い
歯
の
高
齢
者
」

▲ 左 阿部ともきくん（３歳５ヵ月） 中央 たつきくん（１歳４ヵ月）
右 北峰りょうたろうくん（４歳11ヵ月）

（木）

（日）
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保健婦だより

忙
し
い
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る

と
、
つ
い
運
動
不
足
に
な
り
が
ち

で
す
。
体
の
健
康
の
た
め
に
も
、

生
活
の
中
に
少
し
ず
つ
運
動
を
取

り
入
れ
て
み
ま
し
ょ
う
！

○

血
圧
を
正
常
に
保
つ

○

骨
を
丈
夫
に
す
る

○

心
肺
機
能
を
高
め
る

○

肥
満
を
予
防
す
る

○

Ｈ
Ｄ
Ｌ
（
善
玉
）
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
を
増
や
す

○

爽
快
感
を
味
わ
え
る

○

血
糖
値
を
下
げ
る

で
き
る
こ
と
か
ら

始
め
よ
う

運
動
の
効
果

正しいシューズ選び
靴底が柔らかで、
足の裏のそりに密
着感があるもの

つま先に足の指が
開く余裕があり、
幅・深さにも少し
余裕があって、
ひもで調節できるもの

靴底のかかと部分に、
着地のショックを吸収
する弾力性があるもの

靴底が厚いもの

靴底がすべりに
くいもの

効果的な
ウォーキング

振
動
障
害
健
康
診
断
に
つ
い
て

こ
の
健
康
診
断
は
、
振
動
工
具
を
使
用
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
起
こ
る
病
気
の
早
期
発
見
と
早
期
治
療
を

目
的
に
行
う
も
の
で
す
。

徳
島
県
保
健
福
祉
課
で
は
、
次
の
と
お
り
健
康
診

断
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
十
一

月
十
五
日

ま
で
に
役
場
福
祉
課
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。（

二
―
一
五
〇
二
）

健
康
診
断
実
施
予
定
時
期

平
成
十
四
年
一
月
～
二
月
ま
で
の
間

健
康
診
断
実
施
機
関

保

健

所

対

象

者

次
に
掲
げ
た
振
動
工
具
を
使
用
す
る
人

そ

の

他

林
業
従
事
者
の
方
に
つ
い
て
は
、
林
業
木
材
製
造

業
労
働
災
害
防
止
協
会
徳
島
県
支
部
か
ら
案
内
が

あ
り
ま
す
の
で
、
今
回
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

受
診
申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
に
は
、
詳
し
く
日

程
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
お
知
ら
せ
を
し
ま
す
。

厚
生
労
働
省
で
は
、
振
動
業
務
と
し
て
次
に
掲

げ
る
振
動
工
具
を
扱
う
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

①
削
岩
機

②
チ
ッ
ピ
ン
グ
ハ
ン
マ
ー

③
鋲
打
機

④
コ
ー
キ
ン
グ
ハ
ン
マ
ー

⑤
ハ
ン
ド
ハ
ン
マ
ー

⑥
べ
ビ
ー
ハ
ン
マ
ー

⑦
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
レ
ー
カ
ー

⑧
ス
ケ
ー

リ
ン
グ
ハ
ン
マ
ー

⑨
サ
ン
ド
ラ
ン
マ
ー

⑩
チ
ェ
ン
ソ
ー

⑪
ブ
ッ
シ
ュ
ク
リ
ー
ナ
ー

⑫
エ
ン
ジ
ン
カ
ッ
タ
ー

⑬
携
帯
用
木
材
皮
は
ぎ
機

⑭
携
帯
用
タ
イ
タ
ン
パ
ー

⑮
携
帯
用
研
削
盤

⑯
ス
イ
ン
グ
研
削
盤

⑰
卓
上
用
研
削
盤

⑱
床
上
用
研
削
盤

⑲
①
～
⑱
ま
で
に
掲
げ
る
振

動
工
具
と
類
似
の
振
動
を
身
体
局
所
に
与
え
る
と

認
め
ら
れ
る
工
具

食欲の秋、読書の秋、運動の秋と、秋になり過ご
しやすい季節になってきました。外に出て、「歩くこ
と」で健康づくりを始めてみませんか？健康を意識

して歩くなら、効果のある歩き方をしてみよう。

正しい歩き方 背筋をのばす

歩幅はふだん歩くより
少し広く

頭は垂直に。
視線は進行方向に

腕はリラックスさせ
リズミカルに振る

あごを引く

腹部を引き締める

ひざをのばして
かかとから着地する

つま先で地面をけり、
からだを前進させる

（木）

（１）（２）（３）（４）



図書館だより

新
着
図
書
紹
介

爆
笑
問
題
の
日
本
史
原
論

偉
人
篇

太
田

光

上
海
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ

生
島
治
郎

夢
の
裂
け
目

井
上
ひ
さ
し

闇
か
ら
招
く
声

高
橋
克
彦

家
の
匂
い
町
の
音

久
世
光
彦

立
ち
上
が
れ
!
日
本

竹
中
平
蔵

だ
か
ら
、
女
は
「
男
」
を
あ
て
に
し
な
い

田
嶋
陽
子

は
じ
め
て
の
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

工
藤
隆
也

毎
日
を
楽
し
く
彩
る
折
り
紙

日
本
折
紙
協
会

と
う
ふ
・
納
豆
・
油
揚
げ
の
お
か
ず

夏
海
美
智
子

は
じ
め
て
の
エ
ク
セ
ル
２
０
０
２

町
田
奈
美

ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
と
賢
者
の
石

Ｊ
・
Ｋ
ロ
ー
リ
ン
グ

ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
と
秘
密
の
部
屋

〃

ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
と
ア
ス
カ
バ
ン
の
囚
人

〃

金
持
ち
父
さ
ん
貧
乏
父
さ
ん

ロ
バ
ー
ト
キ
ヨ
サ
キ

13

階

段

高
野
和
明

赤
い
月

上
・
下

な
か
に
し

礼

白
い
犬
と
ワ
ル
ツ
を

テ
リ
ー
・
ケ
イ

チ
ー
ズ
は
ど
こ
へ
消
え
た

ス
ペ
ン
サ
ー
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン

十

七

歳

井
上
路
望

命

柳

美
里

く
じ
ら
の
哭
く
海

内
田
康
夫

全
国
お
す
す
め
の
公
共
の
宿

成
美
堂
出
版

勝
浦
町
図
書
館
で
よ
く
読
ま
れ
て
い
る
本

「
空
が
落
ち
る
」

シ
ド
ニ
イ
・
シ
ェ
ル
ダ
ン

偶
然
か
故
意
か
？
次
々
に
不
慮
の
死
を
遂
げ
る
米
国
の

名
門
一
家
「
一
年
の
あ
い
だ
に
家
族
五
人
も

が
変
死
す
る
な
ん
て
絶
対
に
お
か
し
い
」
謀

殺
説
を
信
じ
て
調
査
に
の
り
だ
し
た
う
れ
っ

子
キ
ャ
ス
タ
ー
・
彼
女
の
行
く
て
を
は
ば
む

も
の
は
？
世
界
の
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
こ

ん
な
恐
ろ
し
い
こ
と
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
!

「
１
０
１
個
目
の
レ
モ
ン
」

俵

万
智

弟
が
結
婚
し
た
り
、
自
分
は
結
婚
し
な

か
っ
た
り
、
二
十
一
世
紀
に
な
っ
た
り
、

三
冊
目
の
歌
集
を
出
し
た
り
。
本
や
絵
や

芝
居
へ
の
愛
が
溢
れ
る
エ
ッ
セ
イ
集

「
蒼
き
海
狼
」

火
坂
雅
志

「
国
難
を
救
う
も
の
、
そ
れ
は
神
風
で

は
な
い
。
人
間
の
知
略
で
あ
る
。」
三
度

目
の
蒙
古
襲
来
を
阻
む
べ
く
鎌
倉
幕
府
執

権
、
北
条
時
宗
の
懐
刀
、
平
頼
綱
の
命
を

受
け
、
謀
者
と
し
て
大
陸
に
渡
っ
た
若
き

海
の
民
、
朝
比
奈
蒼
三
郎
の
活
躍
を
描
く

痛
快
歴
史
巨
編

夢中･熱中･読書中

十
一
月
の
行
事

子
ど
も
映
画
会

十
日

午
後
二
時
～

二
階
視
聴
覚
室

内
容
は
お
楽
し
み
に

お
は
な
し
会
（
紙
芝
居
）

二
十
五
日

午
後
二
時
～

内
容
は
お
楽
し
み
に

県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日

七
日
・
十
四
日
・
二
十
一
日

二
十
八
日

○
は
休
館
日
で
す
。
図
書
館
が
し
ま
っ
て
い
る

時
の
返
却
本
は
玄
関
横
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に
入

れ
て
く
だ
さ
い
。

日 火 水 木 金 土

１ ２ ３

４ ６ ７ ８ ９ １０

１１ １３ １４ １５ １６ １７

１８ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４

２５ ２７ ２８ ２９

休
館
日

十
一
月

21

読
書
週
間
期
間

十
月
二
十
七
日
～
十
一
月
九
日

本
を
読
ん
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
生
、
夢
に
出
会
う
。

秋
の
夜
長
を
本
と
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

図
書
館
で
は
、
い
ろ
ん
な
ジ
ャ
ン
ル
の
本
を
揃
え
て
、

皆
さ
ん
の
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（土）

（日）
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９
月
16
日
～
10
月
15
日

（
敬
称
略
）

ご
結
婚
お
め
で
と
う

大
字
沼
江
字
西
岡

武
市
智
也

（
小
松
島
市

野
口
理
加

◆
お
誕
生
お
め
で
と
う

泉

和
幸

長
女

大
字
三
溪

）

字
上
羽
瀬

美
雪

幸ゆき

奈な

北
島
孝
則

長
男

大
字
沼
江

）

字
一
楽

由
紀

一かず

輝き

今
岡
利
二

二
男

大
字
沼
江

）

字
山
路

明
美

達たつ

宏ひろ

お
く
や
み
申
し
ま
す

大
字
三
溪
字
寺
谷

生
家

明（
77
歳
）

大
字
棚
野
字
西
久
保

甫
坂
邦
藏（
88
歳
）

大
字
三
溪
字
西
谷

香
川
雪
枝（
85
歳
）

大
字
中
角
字
東
山

今
山
キ
ヨ
コ（
88
歳
）

大
字
中
角
字
玉
の
木

田
中
文
夫（
54
歳
）

大
字
三
溪
字
上
川
原

日
下
増
江（
51
歳
）

大
字
三
溪
字
寺
谷

生
家

久（
45
歳
）

大
字
沼
江
字
橋
谷

生
木
豊
次（
80
歳
）

善

意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

９
月
16
日
～
10
月
15
日

戸
川
敏
宏
さ
ん
（
生
名
）

田
中
貞
子
さ
ん
（
坂
本
）

甫
坂
光
紀
さ
ん
（
棚
野
）

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善
意

が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

戸
籍
の
窓

11月２日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

11月４日 赤 岩 医 院 ２－２００６

11月６日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

11月８日 上勝町診療所 ４－５０１０

11月10日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

11月12日 山 西 医 院 ２－３０２７

11月14日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

11月16日 湯 浅 医 院 ２－２００３

11月18日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

11月20日 赤 岩 医 院 ２－２００６

11月22日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

11月24日 上勝町診療所 ４－５０１０

11月26日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

11月28日 山 西 医 院 ２－３０２７

11月30日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

平日 午後６時～翌朝午前９時

休日 午後７時～翌朝午前９時

交通事故相談日

日 時 11月26日 午前10時～午後４時
（受付時間 午後３時まで）

場 所 小松島中央会館 小松島市松島町5-6
08853 -2- 2030

相談員 小 倉 歓 一
お問い合わせ 交通事故相談所 徳島県庁１階

088-621-3200

※お気軽にご相談ください。

夜間救急当番表

心配ごと相談
● 日時 11月２日

11月９日
11月16日
11月22日
11月30日

● 時間
午後１時～午後４時30分

● 内容
人権･行政･厚生･福祉

● 場所
住民福祉センター１階

平日でも受付しており
ますので、お気軽にお
問い合わせください。

（ ２－4652）

11 月

教室名 実 施 日 時 間

陶 芸
１ ８ 22 29

午後７:30～９:30
木 木 木 木

踊 り
７ 14 21

午後２:00～４:00
水 水 水

歌 謡
６ 13 27

午後７:30～９:30
火 火 火

生け花
５ 20

午後７:30～９:30
月 火

大正琴
１ 10 22 木曜日は

午後１:00～３:00
土曜日は
午後６:30～８:30木 土 木

習 字
２ ９ 16 30

午後７:00～９:00
金 金 金 金

勝浦会館 人権教育推進市町村事業

11月 交流講座日程
近隣地域との交流事業として、

今月も各種講座を次のとおり開講

いたします。

救急患者輸送車の要請について

勝浦町には消防署がないため、救急

の場合の患者輸送を民間のタクシー会

社に輸送業務を委託しています。
急病やけがなどで救急患者輸送車を

要請する場合は、 ２－2500番に電話

していただけると、直接委託先の㈲勝

浦観光タクシーが対応します。119番
に通報すると役場の緊急電話につながっ

た後、 ２－2500番に転送されます。

特にご注意いただきたいのは、携帯

電話で119番通報された場合、電波の送
信経路が特定できないため、徳島市あ

るいは阿南市の消防署につながります。

このため、必ず「勝浦町の○○で事故で
す」等所在地を明確に伝え、勝浦町の

119番に転送されるまで待ってください。

救急の場合２－2500番へ
携帯電話での119番は
通報時の所在地（市町村名）を
明確に知らせてください。
（徳島市・阿南市の消防署がでます）

（金）

（月）

（金）
（金）

（金）
（木）（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（金）




